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港

ル
・
っ
父
取
っ
た
日
か
つ
ハ
i
日
以
内
口
二
又

一
－
日
二
し
k
》
凹
長
に
対
し
異
〉
践
の
申
し
げ

て
を
す
る
二
と
か
て
㌧
、
・
ま
す

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
二
期

納
期
　
七
月
三
十
一
日

税
務
大
学
校
学
生
募
集

　
人
争
院
て
エ
、
税
其
人
，
．
J
校
酋
通
昏

彗
を
募
集
し
て
、
ま
す

　
税
洛
大
W
～
校
8
通
科
牛
は
、
一
伊
間

税
房
の
長
門
教
育
を
妥
け
た
後
、
税
房

署
，
貝
と
し
て
第
一
線
’
、
d
事
曽
一
従
乱
し

害
す
　
受
験
資
格
は
、
昭
和
二
一
九
軒
四
目

．
日
か
ら
昭
和
．
［
f
パ
任
四
月
一
日
ま

げ
、
に
勺
れ
た
男
了
て
す

　
申
広
＝
手
詰
期
間
は
、
ヒ
目
九
日
ノ
、
”
つ

ヒ
月
一
八
日
ま
て
て
、
申
込
訂
は
国
椀

局
、
延
岡
税
務
署
に
備
兄
て
あ
》
装
す

　
詩
し
く
は
、
熊
本
国
税
局
か
延
岡
碗

房
署
こ
お
問
い
合
せ
く
♪
ヨ
・
・
い

し
て
あ
り
ま
す
の
て
期
間
内
に
日
日
県

祝
事
務
所
！
＼
申
月
ワ
磐
し
て
ト
き
、
　
な

あ
不
…
明
4
2
・
口
、
工
役
旧
吻
税
務
課
へ
こ
相
設

卜
一
鴫
、
の

　
町
道
占
用
許
可

　
　
　
　
申
請
に
つ
い
て

最
近
人
減
農
業
機
械
の
発
遅
に
し
鼠
一
町

内
各
所
に
農
林
肥
、
作
・
未
直
等
の
新
設

か
見
受
、
，
つ
れ
ま
す
か
久
の
k
う
な
場

合
、
玉
可
事
，
∵
4
1
f
T
る
割
に
許
可
申
、
肩

h
占
’
を
陶
一
一
こ
提
中
川
し
「
、
ノ
、
♪
一
て
、
い

一、

賴
ｼ
．
一
振
粒
三
、
農
林
己
、
作
業

　
直
、
牛
活
、
旧
＝
望
楼
ふ
・
㌔
く
す
る
と
き

　
．
、
町
”
三
隣
仮
す
る
貸
地
を
輝
二
、

　
之
ま
切
取
一
農
地
や
乙
訓
と
し
て
刊

　
用
す
る
と
㌧
、
、

　
、
　
已
路
’
望
早
暁
p
し
’
㌔
木
材
等
搬
山
山
用

　
の
索
心
を
繁
設
し
た
》
荷
積
用
台
場

　
等
を
設
置
す
る
と
・
ノ
・
・

四
、
広
告
旧
石
阪
や
広
告
塔
等
を
直
路

　
敷
内
に
設
計
す
る
と
｝
、
・

こ
の
詩
可
申
、
祠
に
必
要
な
嗣
紙
は
建
設

課
二
摩
平
し
て
あ
う
ま
す

　
狩
猟
免
許
試
験
の
実
施

　
初
心
者
を
対
象
に
久
に
よ
り
狂
猟
免

誘
試
験
か
実
施
岬
・
・
れ
ま
す

　
試
験
実
施
日
に
し
長
「
ノ
て
、
四
月
、
期

限
か
定
め
つ
れ
て
い
ま
す
の
1
、
、
期
日

ま
’
、
に
申
請
書
を
提
出
し
て
ト
ぜ
．
・
い

　
、
試
験
実
施
日
　
　
／
申
込
期
限

　
9
月
5
日
（
金
）
～
8
月
1
5
日
ま
て

　
9
旨
1
7
日
（
水
）
～
8
月
2
5
日
ま
て

　
1
0
h
．
7
日
（
火
）
～
9
月
1
5
日
ま
て

　
く
わ
し
い
こ
と
は
農
林
旗
興
局
林
務

課
叉
は
町
役
場
農
林
課
に
わ
問
h
合
せ

　
　
セ
　
　
　

へ

i
「
略
六
㌔



（4）長戸とうこう

春
季
仔
牛
せ
り
市
成
績

　
ハ
月
i
一
日
～
i
．
．
．
日
ま
ピ
㌔
ご
日
間

日
向
家
畜
巾
場
に
て
開
催
ふ
．
・
れ
た
仔
背

せ
一
撃
＋
激
．
．
月
市
に
加
紅
｝
、
高
値
女
山

’
、
．
7
一
　
項
か
売
却
エ
・
・
れ
ま
し
九

　
　
〔
問
の
平
均
価
格
は
次
の
と
ち
一

’
」
す

　　　　　なτ

2Q9，COO

最『
暖

・｛弓二」吠’格価掲Ψ
数
、

801，C〔C289K

270，CCO441，CCC299K

294K

405，3CO

358，000

386，650

湘
4
　
　
　
　
8

7
　
　
　
　
　
7

兆
　
　
去

152

優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛

保
留
事
業
へ
県
有
牛
）

の
申
込
み
に
つ
い
て

　
こ
の
事
，
木
よ
、
瓦
一
四
任
斐
て
の
県

台
彗
導
人
事
業
の
日
置
改
肩
に
ζ
る
斯

現
事
業
て
、
一
町
履
氏
四
．
万
円
（
ん

一・

ﾔ
軸
、
刮
．
卜
）
か
限
曳
て
貸
肖
・
る
県

有
当
て
あ
り
ま
す

　
姓
象
彗
は
基
礎
雌
弓
の
仔
燈
曽
、
）
こ
れ

と
同
程
咲
（
本
原
七
八
口
、
以
一
の
雌
「

受
曽
、
）
口
同
等
浮
録
竹
の
仔
）
の
遺
詠
雌
『

の
仔
て
看
卦
。
後
に
四
二
わ
円
返
還
す
る

制
慨
事
業
て
す

∴
・
例

　
臼
d
ハ
　
乃
門
の
と
・
ノ
圭
へ
b
り
か

”
已
資
令
げ
、
残
一
四
二
わ
ー
ー
を
二
目
ナ

毒
す㌧
、
申
込
先
　
農
林
課
農
業
係
ま
て
ヒ
目

末
日
ま
て
に
申
込
ん
で
下
斗
・
、
、
、

な
ち
、
頭
数
に
制
限
か
あ
、
ま
す
∂
て

旧
f
目
に
山
甲
辱
し
込
－
福
て
下
ふ
鳩
、
、

旧
陸
海
軍
看
護
婦

　
書
架
調
査
に
つ
い
て

　
二
の
た
甲
、
）
、
か
つ
て
陸
海
軍
の
柄
院

♪
、
こ
に
所
属
し
て
陸
海
軍
石
愛
冠
と
し

て
勤
務
き
れ
た
方
々
に
つ
い
て
、
陣
海

矩
石
ん
婦
と
し
て
勤
務
ふ
鴇
」
れ
て
h
た
潤

の
職
騨
な
こ
そ
の
実
態
を
調
占
し
て
国

の
資
料
と
す
る
二
と
に
’
、
一
ま
し
た

▽
調
査
の
吋
二
三

　
こ
の
詞
査
手
大
、
か
つ
’
、
陸
海
軍
石
芝

婦
（
石
食
嬬
長
、
石
護
婦
牛
徒
を
含
み

↓
’
・
す
）
と
し
て
陸
海
軍
の
病
院
な
こ
こ

勤
洛
ふ
．
、
れ
♪
」
二
》
｝
の
’
の
・
つ
h
り
り
・
の
声
一
へ

一
㌔
を
君
象
と
、
た
し
芸
ナ
　
’
∫
一
し
、

n
本
赤
i
字
村
の
孜
義
石
壁
婦
と
し
て

の
勤
務
期
間
」
｝
’
こ
の
「
・
九
庁
蔑
ひ
す

’
二
｝
死
」
ン
．
・
ね
た
乃
．
玉
除
・
ご
ま
す

　
凋
占
す
る
卦
項

　
調
杏
す
る
事
月
、
よ
、
旧
陸
海
中
石
農

婦
と
し
て
勤
乏
し
て
、
、
七
間
の
職
膵
、

個
人
て
持
っ
て
わ
ら
れ
る
呑
職
二
関
す

9
資
科
、
石
覧
婦
免
許
の
二
と
な
と
て

す　
円
吾
の
期
岡

　
昭
和
5
5
加
6
目
な
つ
同
↑
8
目
、
ま
！
、

　
の
3
ヵ
月
∂
間
に
ノ
日
わ
h
ま
す

　
く
わ
し
い
二
と
ほ
乗
郵
町
役
㌦
隔
裾

係
‡
♪
、
お
問
h
合
せ
ト
ふ
・
㌔
、
M

福
祉
年
金
証
書
の

　
提
出
に
つ
い
て

隔
紺
在
「
令
を
愛
ナ
て
わ
ら
か
る
乃
は
へ

一
i
一
口
」
り
文
払
わ
れ
る
生
山
を
う

、
ノ
つ
れ
す
（
に
役
場
！
、
捉
出
し
こ
れ
か

つ
先
一
夕
分
の
L
米
州
の
決
も
疋
ん
二
裳
げ
る

二
と
こ
な
一
ま
ず
　
提
出
か
お
く
れ
る

と
i
一
戸
一
↓
日
か
ら
受
取
る
劃
歪
か

間
に
痒
い
ま
せ
ん
の
て
こ
注
［
〕
下
ふ
．
㌔
い

　
尚
福
剖
↑
金
以
外
の
片
顔
を
受
叶
一
、

、
、
ヴ
9
乃
キ
ゆ
ウ
て
の
甜
野
日
チ
」
同
時
二
提
山
山
「
し

て
ト
ふ
哨
㌔
い

　
証
汁
を
り
乞
に
提
出
し
一
」
、
、
た
㌔
く

七
め
坪
谷
・
山
陰
局
支
償
の
乃
よ
i
↓

日
下
々
津
局
受
取
り
の
ぢ
は
一
一
日
仰

前
九
時
か
つ
一
．
時
ま
て
役
場
の
係
か

出
向
｝
鴫
、
収
納
し
保
管
証
を
髪
膚
し
ま
す

の
て
出
来
る
か
｝
、
う
そ
の
日
時
に
任
金

を
更
取
る
レ
k
う
協
力
乃
あ
願
い
し
ま
す

　

｛
“
　
牧
水
先
生
の
生
涯
　
担

｛｛
．
　
故
桝
．
か
・
つ
・
．
∵
心
f
夫
尺
へ
刀
・
一
紙

｝・
こ
次
の
一
朝
か
あ
一
ま
ず

｝
　
一
鹸
写
庚
自
身
呂
し
、
の

↑
三
盟
出
・
案
犠
誓

壺，

~
つ
つ
送
。
、
何
か
哨
事
か
あ
っ

＝
」
歌
っ
て
・
、
h
き
帰
μ
す
る
、
と

“
い
つ
文
う
・
』
こ
と
・
つ
た
の
㌧
　
．
て

中
わ
か
ス
、
矢
血
一
、
ろ
い
・
？
の
る
も

、｝

ﾌ
七
つ
ら
、
だ
際
、
と
・
・
ち
♪
・
っ

中
h
の
・
、
研
し
こ
う
し
て
も
i
写
し

“
な
く
て
メ
・
ら
Q
乱
合
て
エ
右
の

7
5
乏
窪
父
ヒ
、
・
諸
’
一

一
る
二
と
に
へ
．
る
・
写
っ
知
れ
貞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
．
価

　適
条
危
灰
に
初
，
塁
つ
同
曽
し
た

｝
・
」
の
七
か
ら
、
他
の
人
セ
∂
カ
の
・
あ

　

や
い
乾
れ
た
反
戌
」
を
買
っ
て
、
る
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
セ

～
　
一
父
の
柄
気
疎
　
よ
　
よ
快
く
’
、

ら

“
つ
て
来
つ
つ
あ
っ
た
そ
し
て
来
春

亭
に
な
っ
た
つ
共
に
点
し
て
ん
ヤ
人

　
と
曜
華
華
・
気
曽
・

晒
山
．
2
浜
い
料
琿
♪
・
、
甲
多
ご
、
禦

一
帰
9
こ
》
〉
怯
こ
デ
、
帽
「
し
ム
ロ
つ
一
、
十
D
．
」
」
伊
、
の

∵
う
に
至
誠
－
す
る
一
・
つ
・
♪
ゆ

コ
、
、
た

　

“
　
と
こ
ろ
か
一
一
二
三
四
口
の
朝
突

｝
鉄
人
争
不
者
に
陥
り
、
先
π
か
し
か

“
み
つ
い
て
呼
へ
）
た
て
て
も
・
も
つ
劃

　
・
・
風
・
・
三
等
茎
川

唾
っ
っ
し
．
蕨
、
。
、
込
ひ
水
、
宰
つ
の
み
ノ
・

7
一
さ
す
牧
生
の
膝
の
一
て
呼
吸
を
・
、
〕

｛噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
－
！
丁
七
こ
・
．
　
ハ
へ
才
、
寧
胞

翫
て
あ
一
ま
し
た

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
父
∂
死
傍
、
何
し
り
ち
親
成
♪
㌘
，
～

の
馬
弓
ナ
．
・
．
♪
」
ふ
臥
牧
水
左
r
の
一

／
「
後
の
二
と
て
あ
2
丈
し
た
　
　
「

　
初
ピ
己
の
咬
刀
親
孜
∂
笑
㌧
ノ
巳

∂
す
か
ら
二
』
投
仁
些
」
」
二

親
族
会
麿
・
，
士
こ
七
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
求
先
千
ゴ
3
，
、
一
∂
姉
刀
身
、
｛

帰
ど
の
・
ノ
・
ご
ん
は
初
七
一
∂
夜
、
ご

こ
と
を
抜
∂
し
玉
つ
二
語
一
ま
し
七
　
弔

　
　
へ
し
親
族
が
弟
か
こ
の
ま
ま
留
ま
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

’．

黶
A
家
■
を
た
て
る
し
玉
こ
へ
旧
丁
る
」
鼠
’

つ
に
、
つ
の
て
す
弟
ま
㌧
つ
と
、
て
し

ぞ
∵
が
涙
を
ム
既
し
な
か
ら
・
二
｝

∂
ま
ま
付
に
型
↓
玄
れ
f
自
分
か
こ
服
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

｝
’
．
1
、
勉
強
し
・
．
二
曳
ぷ
？
、
㌃
火
｝

の
泡
に
な
’
ノ
て
し
玄
う
と
歎
｝
略
－
裏
し
ρ

た
菰
よ
弟
か
可
▽
董
こ
た
の
て
｝

　
ノ
　
ラ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
3
『
ま
1
、
　
う
の
に
カ
ら
な
ん
と
事

か
し
て
や
’
ノ
’
」
よ
と
尺
ま
す
と
～

一
ち
前
な
こ
か
何
を
乍
曽
気
な
｝
一
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碍

’
を
一
う
’
”
一
〉
彪
）
っ
｝
、
、
，
れ
｝
’
玉
曇

、」

@
仏
’
あ
一
こ
う
に
か
母
と
弘
と
を
『

負
「
．
て
く
れ
’
・
、
え
し
た
つ
h
い
ノ
，
㌔
一

あ
2
善
ん
≧
と
・
・
茄
多
八
と

た
か
ま
た
叱
ら
れ
る
♪
ナ
て
弟
の
ー
シ

以
を
詩
し
て
く
れ
⇔
矧
戚
よ
一
尺
も
へ

∵
五
・
ん
て
し
こ
と
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
塩
d
儀
斐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@　

@　

@　

@　

@　
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町報とうこう
（5）

、
青
協
だ
よ
η
、
凸

青
年
研
修
会
を
開
催

　
（
月
一
四
日
～
｛
五
日
4
2
」
、
日
間
に

り
．
．
一
、
　
　
へ
　
年
伏
に
・
同
つ
’
、
飛
曜

し
く
う
と
す
る
我
や
肖
午
椙
1
1
の
艇
情

と
紅
海
を
斥
∵
「
入
う
　
を
乳
コ
ー
り
〆

二
、
四
一
．
名
の
参
加
蕎
て
肖
件
研
修

会
を
抹
、
入
研
修
飾
に
於
て
開
解
5
れ
ま

し
と

　
・
4
、
一
目
日
の
小
談
ヘ
ニ
、
ヌ
　
町
政
と

肖
啓
田
　
ル
三
ー
ノ
こ
占
年
の
陶
政
二

－
す
9
残
叩
、
丁
問
・
撃
、
）
磐
質
問
し
、

晦
政
へ
の
押
解
を
没
刀
ま
し
た

　
第
　
二
目
は
、
奏
一
伯
朱
へ
・
ら
始
ま

一
、
休
刀
同
一
と
レ
4
3
た
か
い
の
遭
訂
を

広
ゐ
ま
し
た
　
ノ
・
7
リ
ニ
　
ノ
ヨ
ノ
、

’
・
、
ら
に
　
肖
⇔
祭
の
あ
一
り
　
を
ド
r

・
・
に
分
臼
二
、
そ
し
〆
㌔
全
体
会
て
は
本

住
樽
、
の
h
件
祭
を
ヒ
ー
盛
大
に
み
こ
な

っ
た
ゐ
参
加
者
全
員
’
㌔
諒
義
し
ま
し
㌔

、
ヒ
月
の
行
卦

一
日
　
河
川
め
掃
（
三
二
区
こ
と
）

一
．
日
～
1
∫
日

　
　
　
郡
研
修
会
↑
隔
郷
付
）

．
　
日
　
川
㍉
昏
ノ
　
ト
寸
一
㌧
人
会

　
　
　
　
　
　
　
（
地
区
対
抗
）

　
し
一
　
　
D
、
　
〆
画
、
ー
レ
＼
・
、

　
　
一
　
　
　
一
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
／
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
田
陶
）

　
青
年
リ
ー
ダ
ー
国
内
研
修
生
の
出
発

　
毎
任
行
な
わ
れ
て
お
一
ま
ず
∴
年
り

る
一
囚
内
研
修
を
三
拝
も
ろ
記
の
日

程
に
よ
ノ
リ
、
い
ま
す

寄
贈
図
書
の
紹
介
と
図
書
室
の
利
用
に
つ
い
て

　
中
央
／
ハ
、
氏
蝕
の
図
階
デ
曽
＝
（
、
田
改

昏
尺
分
と
面
忘
ン
・
、
れ
た
も
4
9
を
合
わ
せ

一
、
約
．
下
冊
と
、
県
）
図
書
館
か
ら
↓

時
借
用
の
下
冊
と
か
あ
一
｛
す
か
、
こ

の
ほ
と
、
．
臼
誉
曲
民
の
塩
月
儀
市
さ
ん

い
　
♪
血
一
国
ノ
、
の
斎
晒
旧
ゆ
　
r
又
↓
　
土
入
・
し
♪
一

　
噂
名
三
一
旅
と
’
仏
況
　
∂
全
　
一
．

巻
’
、
、
↑
国
の
れ
貝
弔
へ
、
牛
屑
史
か
記
景

’
・
、
れ
’
、
お
》
、
日
本
の
民
俗
学
の
処
跡

と
浄
椀
を
・
の
き
や
か
に
あ
と
ず
、
，
一
、
一

9
本
’
、
す

　
塩
d
イ
．
、
ん
よ
名
蒼
町
民
て
唯
．
の
牛

白
者
て
、
昌
齢
に
も
か
か
P
つ
す
、
現

二
多
く
の
役
職
こ
精
根
を
傾
注
さ
れ
一
、

之
－
れ
ま
す
か
、
こ
の
た
ひ
の
費
用
は

a
入
，
町
民
鼻
令
を
そ
r
・
く
一
充
て
ら
烈

七
㌦
つ
　
㌔
す

◎
　
中
央
公
民
蝕
て
は
、
．
」
こ
－
了
の

堤
体
み
の
，
肇
目
を
沖
奨
す
る
た
の
、
図

辞
デ
の
和
用
者
か
あ
る
と
き
よ
、
令
ん

を
へ
れ
る
こ
と
こ
と
」
お
2
訳
す
近

丘
の
刮
用
傾
向
と
し
’
、
は
、
勉
強
に
来

9
叫
局
牛
力
目
」
ち
ま
す
准
典
珊
．
・

凡
備
一
．
㌔
れ
て
お
り
ま
す
の
て
、
今
星
ま

点
し
h
医
、
楽
し
く
ヒ
強
し
て
・
・
い
か

カ
て
し
ょ
つ

◎
　
薪
刊
図
臼
日
コ

の
設
置

創
月
j

一ト

P　、

1
1

犀

コ

i

し

ん
一冗

匹丈

’ナ

ま

し

’＿

の
て

本
，γ　経
　　　1
　　架

1ヒの
期一一

間角
　星　，｝1～

　t　1一
ノ

＼

く

つ

澄
「

田
1刈

つ

し

く
・構

ノ
＼

し

た

脈
p
し
尺
只
　
一
」
シ
　
（
引
・
イ
ー
7
U

一
　
　
　
口
↑

7
L
9
ロ
ー
7
時
3
0
分
役
場
発

7
時
1
2
H
〔
＋
）
～
7
月
1
4
日
、
㌔

　
〕
㎡
別
町
研
修

7
『
1
8
日
〔
令
）
回
目

町
陸
上
競
技
協
会
の
発
足

　
二
∂
ほ
こ
、
本
町
の
陸
一
晒
舜
の
底

辺
下
人
と
重
手
の
育
威
を
目
的
と
し
乱

東
氾
町
陸
一
就
園
協
ム
三
（
略
称
、
東
艦

問
陸
協
）
か
粘
威
さ
れ
ま
し
た

窒
　
　
1
、

　
・
二
　
長
　
　
木
付
映
↓

　
副
ム
長
　
　
都
甲
祐
L
μ

　
　
〃
　
　
　
甲
木
膚
長

　
岬
聾
L
　
　
寺
原
和
d

　
型
　
　
お

長

距
離

ザ㌧

技

部

知
置［・

離
軋
抄
，瓠；

～

1

ル

k

占
穿

扱
．再5

↓
八
女
了

D
一
中
〕

ト
侭
ψ

l
r
L

1与副

　　体

　　協

11長

　　　　　畷

11＼　田J　惜」

協

長長

寺
田
叔
太
郎

f
円
環
直

送
旧
Ψ
、
に

寺
原
政
ム

奈
須
ノ
ヤ
エ

山
召
倉
聡

対
年
俊
人

　
翁
島
、

の
て
、

ト
房
局
↓
’
h
一
」
申
し
込
ノ
て
下
早
・
へ

　
　
　
　
　
　
木
村
誠

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　
　
　
　
　
　
甲
斐
γ
弔
郎

監
　
　
　
　
占
田
寿
ソ
欠

　
　
　
　
甲
、
木
幸
男

卦
修
局
　
　
海
野
茂
起

　
　
会
，
只
を
募
集
し
て
わ
り
レ
’
ニ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
免
へ
一
賞
一
　
・
　
円
を
汀
え
な

鍵
X
　
、
　
　
　
　
　
、

N
亥
　
’
％
－
一
　
一

　
あ
き
巣
被
害
　
を

　
　
防
止
し
よ
う

　
讐
い
塑
、
曜
放
的
に
’
．
一
h
緕
・
・
九

つ
つ
と
し
て
ノ
、
－
ま
す
か
、
泥
棒
は
そ
れ

を
待
デ
ノ
♂
、
、
る
の
て
す

　
留
イ
を
す
る
と
き
ま
必
ず
日
締
を
す

　
，
Q
　
鉦
朋
は
件
能
の
艮
、
も
の
を
け
♪
、

　
・
、
う
↓
ノ
捕
三
二
も
何
．
る

　
口
吻
犯
ヘ
レ
ル
｝
取
、
伯
］
ナ
る

　
♪
あ
お
、
外
出
す
。
と
き
↓
事

　
必
ず
崎
一
近
所
に
頼
ん
r
、
お
で

、
．
日
留
弓
に
す
る
と
・
ご
ま
、
新
聞
、

　
価
孔
の
か
た
つ
ナ
を
勅
ん
で
も
く

　
知
・
）
・
事
、
尺
か
つ
ろ
！
．
く
と
≒
・
エ
、

　
　
こ
と
西
一
か
ナ
て
砿
〃
ウ
、
9
二
と

　
二
の
し
弧
う
↓
、
こ
と
に
気
を
月
ナ
、
盗

犯
の
防
百
を
、
た
し
ま
し
ょ
う

　
盗
難
、
泥
捧
、
弐
通
事
故
、
不
変
者

な
と
、
見
た
ら
聞
い
た
ら
一
「
O
番

暴
走
族
の
行
政
処
分
が

　
強
化
さ
れ
ま
し
た

　
共
同
危
険
行
為
の
繁
吐
〆
㌔
処
分
し
て

・’

E
壬
こ
た
か
、
最
近
は
こ
れ
以
外
の
暴

化
／
仔
為
’
甲
一
殊
返
す
者
か
噌
加
響
し
’
」
、
・
Q

’」

E
刀
、
　
日
日
り
ー
ー
ム
日
か
・
つ
杜
村
に
厳
，
し
、
M

処
分
か
一
・
」
れ
る
二
と
こ
な
》
ま
し
た

　
そ
の
行
為
連
転
苔
の
処
分
二
化
を
す

る
と
共
こ
、
そ
の
西
両
に
旧
印
し
て
い

た
苔
に
つ
い
て
子
」
へ
　
日
以
一
4
2
免
詩

停
口
す
る
・
玉
こ
厳
し
、
処
分
と
な
〕
ま

し
た
そ
の
内
7
3
三
次
の
と
お
’
ユ
、
す

1
、
暴
論
時
、
ら
咳
、
一
碧
、
改
道
申

　
両
丘
k
三
、
酋
通
の
・
目
数
制
陵
に
x

　
Q
処
分
に
三
　
日
を
加
重
す
る

2
、
暴
走
を
托
輝
し
、
ま
た
、
く
－
左
助

　
勢
，
し
ナ
」
・
」
7
2
キ
び
　
ハ
　
　
目
H
の
停
ほ

3
、
暴
走
時
、
右
、
カ
ラ
ス
ニ
な
こ

　
危
険
な
・
」
の
を
投
｝
「
・
～
し
一
、
父
通

　
の
危
険
を
生
二
・
・
せ
、
暴
行
傷
占
、

　
器
物
損
壊
を
し
た
玉
転
蓄
、
同
頂
、
苔

　
あ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
を
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
し

　
　
ノ
　
日
章
～
》
島
一
を
し
　
ニ
マ

　
ル
・
旧
助
ナ
七
・
」
の
隊
、
ハ
日
以
一
∂

　
停
－
1
1

4
、
H
ハ
同
危
険
臼
為
を
知
2
与
か
つ
回

　
厚
し
て
、
、
た
者
三
ハ
　
停
ほ

5
、
坦
路
以
外
の
場
所
て
共
同
危
険
げ

　
A
り
♪
甲
層
「
し
♪
」
3
」
の
　
ハ
　
　
ロ
ロ
ー
こ
す
ヴ
つ

　
な
こ
て
す

　
東
組
町
内
一
、
畔
」
一
六
名
一
つ
い
の
者

か
占
崎
へ
．
二
に
行
r
・
て
暴
走
を
し
た
事

夫
か
あ
2
壬
・
か
、
争
後
く
暴
妃
し
な

「
，
、
つ
自
．
滅
す
る
と
h
ハ
に
周
囲
の
人
・
・

竹
ノ
な
て
政
リ
合
、
甘
し
弐
う

水
の
事
故
を
防
ご
う

　
ハ
、
七
、
　
八
月
の
．
．
．
う
月
の
間
，
に
あ

水
の
事
故
か
父
通
事
故
の
一
・
、
信
に
な
る

と
h
わ
れ
〆
、
h
ま
す
か
、
特
こ
．
f
供
の

水
死
か
ほ
と
ん
こ
て
す
　
い
し
賑
い
く
夏

休
み
に
人
2
ス
す
、
．
～
校
て
の
申
し
合

七
を
艮
く
ぜ
r
・
て
ト
）
・
、
い

　
↓
瞬
狂
、
一
名
、
田
丘
↓
名
の
事
叔
か

出
r
、
h
ま
す
　
今
任
は
事
収
〃
　
㌔
”
を

カ
ご
し
「
、
ト
ご
い
　
父
兄
の
力
ま
危
険

ル
マ
く
」
レ
た
ら
必
ず
－
円
を
か
け
、
注
占
」
を

促
し
て
い
た
㌔
く
ヒ
う
↓
声
連
動
を
進

刀
↓
丈
し
し
出
り



6回報とうこう

…
お
し
ら
せ

，逗
箋

「

一＿．ド層＿，「π＿＿＿層帥．μ胴「＿」

町
老
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　　　　　　ノr
｛　　　 1トij』

参開査眉白琶
加会場日
一P

数

1・

．ヒ

手

　　　　　　　　て、
［
、

　　　　　　　　　ヘ
　　　　　　　　ル．ユ．琶
　　　　　　　　　　　人
　　　　　．．又｛　　1しの
九㌧1｛七り鯉つ鯉問
時郷弓行の　接
　　　　　　　　　　、田∫．トなケ．

総七わ
合甦れ
ザ．

@まボ
ラ火す
ウ　　　1レ

　　　　大
　　　　会
　　　　が

イ，

　　　．」
・）窪速
士　、
・入

す秋評「i二

がと岐
　’2し

今回た
回の早
　’大1

　婦
　協
大バ
会レ
迫i

るボ
！！1

　ル

し1町1町∴ま周へi’F
．ましくトで』『fス1－！ポ自1∫旧」’

．計多才”　 ・し第｝八婦
　数Fス．＝出千．’一・・し目、芋f弱

　のヒト場…月大．｛で
　しと；．二fにはとll三会・トは

　暖名一｛各し日をラナ、
　をの呂公ては開か八
　よ1ぎ　、しく開　、催ら月
　ろ手」．三館催マし第こ
　しお甫トかき一～ま＝＝こ臼
　く成代られきす回〔
　おで四一・てん　　．の　日

　願す名チおの毎バ）
　い　　’1り・・年ンに

身
体
障
害
者
（
児
）
の
巡

　
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す

昭
和
五
十
五
年
度
の
棚
談
が
次
の
臼
程

と
場
所
で
実
施
き
れ
ま
す
の
で
、
障
霞

者
で
障
害
の
二
合
が
、
悪
化
の
存
何
え

進
ん
で
い
る
と
か
、
又
近
年
身
休
に
、

障
害
を
生
じ
た
人
、
及
び
幼
児
や
児
童

で
、
身
依
障
害
に
つ
い
て
相
談
を
受
げ

た
ら
ど
う
か
、
等
指
導
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
昌
に
つ
い
て
は
是
非
巡
回
椙
淡
を

受
唾
、
■
て
下
ン
・
・
い
．

こ
の
栢
談
は
、
医
学
的
、
心
理
学
的
、

職
能
的
、
に
判
定
が
行
わ
れ
、
併
せ
て

更
生
に
必
要
な
総
合
的
相
淡
に
志
じ
な

が
ら
社
へ
…
ハ
的
更
生
の
指
導
と
、
暖
窪
の

万
翁
を
期
す
る
た
め
．
の
、
身
偉
障
害
蓄

へ
児
）
相
談
で
す
．
、

椙
談
日
田
卵
、
Ψ
場
所

九
月
九
日
越
　
　
日
向
市
　
瓦
時
受
付

卜
肩
二
⊥
↓
日
　
西
郷
付
九
時
受
付

二
の
こ
と
の
問
へ
旦
．
「
は
役
場
住
民
課
、

福
祈
係
で
す
．

町
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

　
　
飢
寄
付
御
礼

昭
和
五
ト
ー
一
九
年
五
日
U
卜
「
日
」
張
脚
り
㌧
ハ
日
U

一
日
レ
承
叫
㌦
の
二
四
り
」
番
眺
へ
返
p
し
山
聾
し
一
」
布
広

の
方
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御
寄
付
を

い
た
だ
ン
．
－
ま
し
た
．
．
亡
（
な
ら
れ
た
方

の
御
冥
隔
を
謹
し
ん
で
お
祈
り
申
し
ヒ

げ
ま
す
と
兵
に
弦
に
厚
（
お
純
申
し
ヒ

リ
』
、
ま
す

∵
越
炎
の
河
野
康
男
き
ん
か
ら

　
　
〔
モ
ン
ル
・
、
ん
・
ぺ
　
歳
ご
死
去
）

　
◎
心
配
ご
と
相
談
案
内

町
社
協
で
は
町
民
准
れ
で
も
、
ど
ん
な

問
題
で
も
気
軽
に
相
談
で
並
、
－
る
心
配
ご

と
相
談
所
を
開
設
い
た
し
て
ま
す
，

　
開
設
日
　
霞
目
第
三
火
曜
日

　
時
　
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

　
場
所
町
老
人
福
祈
館

行
政
相
談
委
員
便
り

皆
さ
ん
の
な
か
に
は
、
日
常
生
活
に
お

い
「
、
、
役
所
や
公
社
公
団
等
が
行
っ
て

い
る
佳
事
に
つ
い
’
、
苦
情
や
要
望
、
意

見
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
．
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
．
行
政
相
談
と
は
こ

れ
ら
の
苦
情
等
の
申
出
に
応
じ
一
件
「

件
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
そ
の
結
果

を
＋
分
検
討
し
て
、
行
政
の
改
善
に
役

窪
ン
㌔
る
二
と
を
〔
的
と
し
一
」
い
る
も
の

で
づ
　
特
に
行
政
管
理
庁
が
行
デ
・
て
い

る
行
政
相
談
は
皆
さ
ん
と
役
所
と
の
問

に
た
r
．
て
、
中
立
公
平
な
立
場
か
ら
必

要
な
あ
’
．
せ
ん
を
行
い
苦
情
の
解
決
要

望
、
意
見
な
ど
の
実
現
に
努
め
ら
れ
て

一
ま
ず
　
で
は
ど
う
い
「
ノ
た
も
．
の
を
ラ

付
げ
て
い
る
の
か
、

国
の
佳
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
、
霞
セ
公

社
、
専
売
公
社
、
公
庫
公
団
事
業
団
の

記
事
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
が
国
か

ら
任
せ
ら
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
忍
事
に
つ
い
て
取
り
扱
い

ま
す
．
．
最
近
で
は
道
路
、
河
川
、
年
金

生
活
保
護
、
交
通
安
堵
公
害
、
登
記
な

冒
．
一
皆
斗
デ
九
の
日
常
生
活
と
関
係
の
深
い

問
題
に
つ
い
て
の
栢
談
が
多
く
な
っ
て

’
M
ま
す
．

二
の
受
付
け
窓
口
は
宮
崎
行
政
監
察
局

と
本
町
の
行
政
柏
談
委
．
只
が
相
談
に
応

じ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
の
制
度
を
ご
剰

肝
ノ
、
h
一
ン
噛
㌔
㍉

本
町
で
は
毎
月
第
三
火
曜
日
を
定
期
相

談
日
と
』
、
、
老
人
毫
毛
館
で
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
．
又
自
宅
で
は
常
時

名
誉
を
受
け
て
お
り
ま
す

　
　
襲
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊

鷺
饗
欝
麟

　
　
　
　
4
．
5
月
分

出
生
お
め
で
と
う

．
赤
ち
ゃ
ん
の
三

重÷1／liヲこ　甘亨山　4薫

．本1簾里f亘！1二口　日1

危f　　士乏一）隻

＝r采ラ危ミ　1琴　｝靖㌧愛’

．久一1次國三免　　 d：

　　　　　　　実
た一．」口月　髪ヒ　　　老≠

詮痔　　・越　　上斗そ　毎｝　ノ又　
崔
卸
｝

　　　　　　璽i｝二　車〔里1・

1頼∫ξ　ヒF　ドヨ　［巧てμヨ

父
の
名
住
所
．

正
　
春
鶴
野
内

　
実
　
八
重
原

逸
蟻
鶴
野
内

永海矢那福三森谷

野野野須良浦田口

舞武友弘晃ミレ祐
　　　　　ユ」二尚紀志宏キ幅樹

　森哲前：1，i　正美

茂　　　 誠　代
　行宮勇一・

坪坪網小小f中坪福
　　　里」＝野

谷谷谷田田深谷瀬

結
婚
お
め
で
と
う

　
氏

珪，｛｛」・　羽；d（

月lli　須野

建晴　 光～｝≒

名

治笠な宝代

福田幸手住
　　　　　所．瀬野

富1砂、

山原

光幸

野一・

諸小
塚野
村三

月1～ノト　　正交ギ酉 小井

勢　井井 林元

麻ご
と

りし垂、L「乏　佳f髭

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

r嗣　了紀　み彦

寺高

　崎
迫町

日福　福千
rl’・！　　葉

r巨瀬迂　津貞夢羨

7こ黒谷

野木口：氏

俘和梅名
，「

h甫乃

7C727・奮

　　1
仲寺福住
深迫瀬所

言．「5∫　　　　 （」　、　　　　∫∫＿～

葺…」「・　lll　木

一一
ﾜちのうごき・一一一一

　
勝

！
ド
　
　
　
～

二
．
．
　
ン

80　78　84

越　田
　　　　　野
∫ξミ…　里」；　1ノヨ

人　口6，632人　（　6）：

　男　3，236人　（　3）1

　女　3，396人　（　5）

世帯数1，752戸（△11

　　55年6月1日現在

　　／　）は対前月比

、
　
k
、
　
、
　
　
、
、
－
＼
　
　
、
㌦
　
　
㌦
　
　
＼

塵
墜

　　　　　　－＝｝．㍉　　　　　一．ンー　．一　　　　唖．〔　　　．　．　．　〔　　　、．；～　．一．一．戸．


	夏休みを安全に－花火は使用上の注意をよく読んで

	行方不明者を捜す運動　ご協力を
	血液は造ることはできない　愛の血液助けあい運動始まる 
	不動産取得税が軽減－６０日以内に申告が必要

	「アカウミガメ」を天然記念物に指定

	税金の異議申し立て
	町道占用許可申請について
	春季仔牛せり市成績
	優良肉用繁殖雌牛保留事業へ県有牛）の申込みについて
	旧陸海軍看護婦書架調査について
	祉年金証書の提出について
	青年研修会を開催
	青年リーダー国内研修生の出発
	町陸上競技協会の発足
	寄贈図書の紹介と図書室の利用について
	「空き巣被害」を防止しよう

	暴走族の行政処分が強化されました
	水の事故を防ごう
	町社会福祉協議会だより
	身体障害者（児）の巡回相談が実施されます

